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経費】3,400,000円 
6. 【資金制度名】文部科学省科学研究費補助金 基盤研究(B)、【研究期間】平成17~19年度、【研

究代表者】平石明、【研究課題名】生分解性ポリマーを用いた生物学的汚泥軽減技術の開発及

び微生物動態解析【研究経費】12,600,000円 
7. 【資金制度名】豊橋技術科学大学若手教官プロジェクト研究、【研究期間】平成17~19年度、

【研究代表者】二又裕之、【研究課題名】環境浄化有用細菌群の選択的活性化に関わる微生物

間相互作用の解明【研究経費】2,000,000円 
8. 【資金制度名】NEDO生分解・処理メカニズムの解析と制御技術開発プロジェクト/土壌中難分

解性物質等の生分解・処理技術の開発【研究期間】平成14~18年度、【研究代表者】平石明、
【研究課題名】複合微生物群集によるダイオキシン分解および環境修復への応用【研究経費】

54,000,000円 
9. 【資金制度名】豊橋技術科学大学若手教官プロジェクト研究、【研究期間】平成14~16年度、

【研究代表者】二又裕之、【研究課題名】環境汚染物質高分解酵素の創製【研究経費】4,000,000
円 

10. 【資金制度名】環境省廃棄物処理等科学研究事業、【研究期間】平成14~15年度、【研究代表者】
平石明、【研究課題名】固相バイオリアクターによる廃棄物処理【研究経費】6,207,000円 

11. 【資金制度名】環境省廃棄物処理等科学研究事業、【研究期間】平成11~13年度、【研究代表者】
平石明、【研究課題名】生物学的ダイオキシン分解技術の研究開発【研究経費】4,200,000円 

 



 
｛論文審査員｝  
Applied Microbiology and Biotechnology 
Biodegradation 
Environmental Science and Technology 
Environmental Microbiology and Environmental Microbiology Reports 
Enzyme and Microbial Technology 
Journal of Bioscience and Bioengineering 
Journal of Environmental Engineering 
Journal of Environmental Management 
Journal of Microbiological Methods 
Microbes and Environments 
Water Research 
Wiley Encyclopedia of Industrial Biotechnology 
土木学会 
廃棄物学会 
 
＜静岡大学（准教授）＞  
・担当講義 
 新入生セミナー（学部１年生） 
 化学工学基礎（学部１年生） 
 PC数学活用法（学部１年生） 
 化学工学実験法（学部２年生） 
 化学工学特論（学部３年生） 
 環境・生物工学特論（大学院修士課程） 
 微生物生態論（非常勤講師：豊橋技術科学大学学部３年生） 
 
・学部および学科内委員 
 工学部物質工学科入試委員（H21. 4. 1.~H23. 3. 31） 
 工学部物質工学科助教選考委員（H21. 7. 1~H21. 9. 30） 
 工学研究科代議委員（H20. 4. 1.~H21. 3. 31.） 
 講師選考会委員（H21 2月~3月） 
 
・博士論文審査員 
 
1. （副査）H20 年度	 環境・エネルギー専攻（「微生物生態系における機能、協力、お

よび競争に関する研究」	 勝山千恵	 静岡大学） 
 
 
＜豊橋技術科学大学（助手—助教）＞  
・担当科目 
学部２年生化学実験 
学部２年生	 エコロジー工学基礎実験 
学部３年生	 エコロジー工学実験 

 
 
・系内外委員 



学生実験委員 
廃棄物委員会 
エコロジー工学系厚生・親睦会委員 
同窓会 
学生プロジェクト審査員 
 
 
 

所属学会： 
日本微生物生態学会 
日本農芸化学会 
日本生物工学会 
日本水環境学会 
日本土壌肥料学会 
環境バイオテクノロジー学会 
American Society of Microbiology 
 
 
 

 
 
その他	 	 
1. しずだい産学連携メールマガジン Vol.36	 2010年 12月 21日	 静大ラボ紹介-21- 
2. 研究紹介１	 バイオ（環境微生物）の研究	 二又裕之	 はまかぜ第１７号  2010 

December	 静岡大学工学部 
 


